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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

やわらか15穀
グランプリ

15種類の穀物を使⽤しながら、やわらかさをうまく実現している

第94回（2025年12⽉）

点数分布は、グランプリ相当が85％を占めた結果、総合評価94点で
【グランプリ】相当の評価となりました。⾼得点の要因は、卵・⼩⻨・
乳を使わずに実現したふんわりとした⾷感と、⾖乳クリームのなめらか
さにあります。誠実な商品づくりが、多くの審査員に好印象を与えまし
た。WEBアンケートでは、「この商品に興味がありますか」で85.7％、
「この商品をターゲットにする客層は多いと思いますか」で81.6％と⾼
い⽀持を得ています。「罪悪感のないご褒美スイーツ」として幅広い層
から関⼼を集めています。全体として、健康志向とやさしさを調和させ
たブランドの⽅向性が明確で、今後のさらなる浸透が楽しみです。

「やわらか15穀」というネーミングが分かりやすい
健康志向や雑穀ブームという市場背景に合致している
⾹ばしさと⾃然な⽢みが感じられる味わいが好評
衛⽣管理や品質管理体制が明確で、信頼性が⾼い
丁寧なパンづくりが感じられ、消費者に安⼼感を与えている
⼿に取りやすい価格で、継続購⼊につながりやすい

雑穀の種類の多さが、味や⾷感として伝わりにくい
販売チャネル拡⼤や、少量サイズ展開などが弱いと感じる
SNS発信や情報更新の頻度に課題があると感じる
特徴が伝わるデザインにすると印象が強まる
穀物の種類や栄養⾯を視覚的に伝える⼯夫があると魅⼒的
製造背景やストーリーを可視化すると信頼につながる
訴求メッセージを補強すると魅⼒が増しそう

2.1%

2.1%

2.1%

2.1%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評

ー 3 ー

⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

穀物の粒が映える淡いきつね⾊の
焼き上がり

包装越しに⾒えるやわらかな焼き
⾊が清潔感を伝える

焼き⾯のきめ細かな濃淡が穀物の
⾹ばしさを想像させる

半円型のやさしいフォルムが⼿に
なじむ印象

⼀枚ごとの厚みと均⼀なサイズ感
が丁寧な仕上がりを感じさせる

表⾯のふっくら膨らみが⽴体的で
やわらかさを視覚的に伝える

焼き⽴ての朝の台所を思わせる温
かくやさしい⾹り

穀物の粒を⾒ただけで⾹ばしい匂
いが⿐に届くような印象

穀物の⽢みと⼩⻨の⾹りが溶け合
い、⼝に広がる余韻を予感させる

トースト時に⽴ち上る⾹りがカ
リッという⾳を連想させる

柔らかな⽣地を想起させる、しっ
とりとした⾹りのぬくもり

開封とともにふわりと広がり、や
さしい朝を思わせる⾹り

本商品は、穀物の粒が映える淡い⼩⻨⾊と、半円形にふくらんだやわらかな厚みが印象的です。⻩⾦⾊の
焼き⾯と淡い⽣地の⾊合いが⾃然に重なり、穀物の粒⽴ちが⽣む奥⾏きが、⾒た⽬にも⼼地よい調和をもた
らしています。⼤⼩の粒が織りなす表情には、ていねいに焼き上げられた誠実さが感じられ、⾒た瞬間に朝
の光に包まれた穏やかな⾷卓の情景が浮かびます。切り⼝の均⼀さやきめ細かな⽣地の質感も上品で、⽇常
の⾷卓に寄り添う安⼼感を伝えています。開封と同時に⽴ちのぼる⾹りは、焼き⽴ての朝を思わせる温もり
を帯び、⽞⽶やライ⻨の⾹ばしさ、雑穀のほのかな⽢みが穏やかに調和します。⽿を澄ますと、トースト時
に⽴ち上る⾹りが「カリッ」という⾳を連想させ、⾹りの中に⼼地よい温度感が感じられます。しっとりと
した⽣地の柔らかさまで思い起こさせるその⾹気は、朝を迎える安らぎの空気そのものです。健康価値を過
度に主張せず、まず「おいしさ」で納得させる設計は秀逸で、朝⾷から軽⾷まで無理なく続けられる使い勝
⼿につながっています。売場では焼き⾊と⽴体感を⾒せる陳列が効果的で、トースト提案や相性の良いバ
ター・はちみつの提案を添えることで、⾹りの魅⼒をより伝えやすくなります。視覚と嗅覚が穏やかに重な
り、家庭の定番としての信頼を静かに育む商品といえます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

穀物由来のやさしい酸味が後味を
軽やかに整える
ライ⻨由来の⾹ばしさが微かな苦
味として奥⾏きを添える
雑穀の⾃然な旨味が穀物の⽢みに
寄り添うように広がる
⼩⻨と雑穀の⾃然な⽢みがじんわ
りと⼝に広がる
塩味が⽢みを⽀え全体のバランス
をやわらかくまとめる

⽇本の⾷卓に根付く穀物⽂化を包
み込むような優しい味わい

⽞⽶と⼩⻨の⾹ばしさが⿐先にや
わらかく抜けていく

トースト時は外が⾹ばしく中はぬ
くもりを感じる温度感

外は軽く中はやわらかく、指先に
ふんわりと応える繊細な弾⼒
内部に程よく⽔分を含みしっとり
した⼝あたり
もちっとした弾⼒が⾆に寄り添う
⼼地よい粘り
指で触れるとふんわり沈み、⼝中
ではなめらかにほどける

噛むたびに静かに空気が抜けるよ
うな軽やかな⾳

「ふわっ」と「しっとり」が共存
する穏やかな⾷感⾳

本商品を⼝にすると、まず⼩⻨と穀物の⾹ばしい⾹りがふんわりと⿐に広がり、これから始まる味わいへ
の期待を穏やかに⾼めてくれます。外側は軽やかに焼き上がり、中はやわらかく、指先で押すとゆっくり戻
るようなしなやかな弾⼒があります。⻭を⼊れた瞬間のミミの軽い抵抗から、しっとりとほどける⽣地へと
移り変わる質感は、とても⼼地よい印象です。⼤⼩の穀粒が控えめに存在しながら、もちもちと軽さが同居
する奥⾏きのある⾷感を⽣み出しています。

味わいは穀物由来のやさしい⽢みが中⼼となり、⽞⽶やライ⻨がほのかな渋みと深みを添えています。塩
味は控えめながら輪郭づけの役割を果たし、味全体をやわらかくまとめています。トーストすると⾹ばしさ
が⼀段と引き⽴ち、外側はさらりと乾き、中は蒸気を含んだような温もりが続きます。その温度感が、朝の
⽀度の合間に感じるほっとした安らぎに近い余韻を⽣み出しています。

噛み進めるたびに穀物が軽く弾けるような感触があり、「カリッ、ふわっ」と移り変わるリズムが⽿へも
⼼地よく響きます。聴覚・触覚・嗅覚・味覚が⾃然に連動し、ひと⼝ごとに“雑穀パンでありながらやわら
かい”という新しい体験を実感できます。健康志向の背景を持ちながらも、軸にあるのは“やさしいおいしさ”
であり、雑穀パンの堅いイメージをやわらかく書き換えてくれる存在です。⾷中には静かな幸福感が満ち、
⽇々の⾷卓に寄り添う信頼感のあるパンだと感じられます。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

やさしい⽢みと穀物の⾹ばしさが静かに残り、⾆に重さを残さ
ず⼼地よく消えていきます。⾷べ終えたあとも⾹りの余韻が穏
やかに続き、飽きを感じない⾃然な後味です。

欧州の雑穀⽂化と、⽇本⼈が慣れ親しむ“やわらかい⼝あたり”
が静かに調和し、異⽂化の要素が⽇常に溶け込むような、やさ
しく整えられた印象です。

健康志向や朝⾷需要に寄り添いながら「毎⽇⾷べられる味わ
い」として成⽴しており、特別感よりも、続けられる安⼼感や
⽣活リズムに馴染みます。

雑穀による栄養価や腹持ちの良さが、無理なくヘルシー志向の
⽣活に寄り添います。嗜好性と健康性のバランスが取れており、
幅広い年代に受け⼊れられる印象です。

五味 評点

酸味 1

苦味 2

うま味 4

⽢味 4

塩味 3

広義の味 評点

素朴な味 5

やさしい味 5

親しみのある味 5

続けたくなる味 5

控えめな味 3

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 5

味覚 4

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

本製品は、15種類の穀物を使⽤しながら柔らかな⾷感を実現した点に新規性があり、雑穀パンに対する既成
概念を⼼地よく覆しています。⾹ばしさとやさしい⽢みの調和、外は軽く中はふんわりとした⾷感、噛むほど
に広がる穀物の旨みなど、味覚・触覚・嗅覚のバランスが良く、五感で楽しめる仕上がりです。素材の選定や
製造⼯程への配慮も感じられ、安全⾯への取り組みも信頼につながっています。⽇常のパンとして無理なく続
けられる味であり、⾷べるシーンの想像がしやすい点も魅⼒です。ストーリー性も含め、健康とおいしさを両
⽴した価値が伝わる商品です。

本製品は、開発の⽅向性や価値設計に⼀貫性があり、企業としての開発意図が伝わりやすい点が評価できま
す。とくに「やわらかさ」と「雑穀使⽤」という⽭盾しそうな要素を成⽴させた技術背景は、企業姿勢として
発信価値があります。広報⾯では、ストーリー性や開発背景の⾒える化が進むと、ブランドとしての信頼性や
共感がより強まると感じます。また、社員や販売現場との共有が進むことで、商品理解が統⼀され、接客や販
促において表現の精度が⾼まります。SNSや動画を介した⾷感訴求、⽐較実験型のプロモーションなど、体験
型コミュニケーションが加わるとより効果的です。

本製品は、健康志向や簡便性が求められる現代の市場トレンドに合致しており、雑穀パンの需要拡⼤という
背景とも調和しています。特に「柔らかく⾷べやすい雑穀パン」という切り⼝は、これまで硬さやクセが理由
で敬遠していた層にもアプローチできる強みがあります。⽇常⾷として無理なく続けられる価格帯とサイズ感
で、リピート性が期待できる設計となっています。⼀⽅で、⽤途提案や⾷べ⽅の提案がさらに充実すると、購
買促進や市場理解が深まり、より幅広い層への浸透が期待できます。季節限定品や派⽣商品の展開が可能な設
計でもあり、中⻑期的なライン育成にも適した商品であると感じます。

「やわらか15穀」というネーミングは、商品の最⼤の特徴である“⾷べやすさ”と“雑穀使⽤”の価値が直感的
に伝わり、購買時の理解促進につながっています。店頭で視認した際にもわかりやすく、訴求⽅向として⼀貫
性があります。⼀⽅で、パッケージ上で原料や製法、こだわりの背景がさらに明確になると、商品理解や差別
化がより強まると感じます。特に「なぜ15種類なのか」「どの穀物が⼊っているのか」など、消費者が知りた
い情報や安⼼につながる要素が補完されると、ブランド体験が向上し選択理由の深まりにつながります。視覚
的印象としては清潔感や上質感があり、現代の健康志向層にも親和性があります。

本製品は、使⽤されている穀物や⼩⻨に対して、安全性や品質管理がしっかりと⾏われている点は、消費者
に安⼼感を与える重要な要素です。雑穀パンは健康価値を求める層に選ばれやすい⾷品であるため、素材選定
から製法、品質管理まで⼀貫した姿勢が信頼性につながっています。パッケージ上で原材料やアレルゲン、栄
養価が整理されている点も評価できます。⼀⽅で、15種類の穀物それぞれの特徴や栄養価が簡潔に伝わると、
商品価値がさらに理解されやすくなります。商品理解が深まることで、継続購⼊や⽣活習慣への定着にもプラ
スに働くと感じます。全体として安⼼感の⾼い設計です。

本商品は、PL保険の加⼊や放射能・農薬検査の実施など、安全⾯での取り組みもきちんと整っており、企業
としての信頼性を⽀えています。冷凍流通での品質管理もしっかりしており、解凍後も⾵味が損なわれにくい
点に、確かな管理体制が感じられます。全体を通して、やさしい味わいの裏側に、安⼼への真摯な姿勢がしっ
かりと根づいています。⾷べる⼈の⽴場に寄り添いながら、「おいしさ」と「安全」をどちらも⼤切にしてい
ることが伝わってくる商品です。
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要因分布としては、⼤きく均整のとれた六⾓形を描き、
全体として⾮常に安定感のある評価結果となりました。

特に「内部的要因」が97％と⾼く、味わいや⾹り、⾷
感といった本質的価値がしっかり評価されています。続
いて「市場要因」「マネジメント・PR要因」「外部要
因」も⾼い⽔準で揃い、⽣活者ニーズとの合致や発信設
計の適切さが伺えます。「ブランディング要因」「素
材・安全性要因」も⾼評価で、安⼼感と信頼性を兼ね備
えた商品として成⽴している点が強みです。
今後は“15種の意味”や開発背景の物語性を強めること

で、ブランド想起がさらに深まり、継続購⼊やファン形
成につながると感じます。

本商品は、「雑穀＝硬い」「⾷べにくい」という既成概念をやわらかくほどく商品設計が印象的で、従
来の雑穀パンとは異なるポジショニングを確⽴している点が⼤きな魅⼒となっています。まず⾷べ始めの
瞬間に感じる穏やかな⾹りと、⽣地が⾆に触れた際のやわらかい⼝あたりが、商品の⽅向性を明確に⽰し
ており、健康性と⽇常性を両⽴させた設計思想が伝わってきます。しっとりと空気を含んだ⾷感は、ミミ
の部分までやさしく、温めた際には表⾯の軽い⾹ばしさと内部のふんわり感が⼼地よいコントラストを構
成していました。

味わいについては、穀物由来の⾃然な⽢みが主軸となり、ライ⻨や⽞⽶のほのかな苦味や⾹ばしさが奥
⾏きを持たせています。塩味は控えめで⽣地全体の輪郭を⽀える程度に留められており、「毎⽇⾷べても
飽きにくい味わい」という審査員コメントが多く寄せられた理由がよく理解できます。噛むほどに増す満
⾜感と軽やかさの両⽴は、本商品の技術的特徴として⼤きく評価されました。

⼀⽅で、雑穀15種という特徴が⼗分に体感されにくいという声も複数⾒られました。「なぜ15種類なの
か」「それぞれの穀物の役割や魅⼒は何か」など、選定理由や背景が伝わる⼯夫があると、商品の価値が
さらに引き⽴つと感じます。また、雑穀感をより求める層に向けた派⽣展開や調理提案があると、商品カ
テゴリー全体の幅が広がる可能性があります。すでに完成度の⾼い商品であるからこそ、味覚以外のコ
ミュニケーションによる価値補強が期待される領域です。

市場性という観点では、健康志向や機能性訴求が⼀般化する中、「無理せず続けられる」「気負わず美
味しい」という軸は⽣活者の購買傾向と合致しています。特に、⽇常⾷のワンランクアップ需要や、健康
と満⾜感の両⽴を求める層には響きやすい商品性といえます。パッケージや売場表現において、⾒た瞬間
に“やわらかい雑穀パン”であることが伝わる訴求が整えば、購⼊導線もより強くなると感じます。

総じて、本商品は「健康とおいしさを両⽴する」という難易度の⾼い課題に、誠実かつ丁寧に向き合っ
た逸品です。単なる流⾏ではなく、⾷⽣活の選択肢として根づくポテンシャルがあり、今後の発展も期待
されます。
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